
【令和２年度】


「道路交通に関する府民意識」に関するアンケート　リサーチプラン

１　調査の背景と目的
　新型コロナウイルス感染症（以下「新型コロナ」という。）の流行が府民の移動手段に与える影響や、府民の交通安全に関する意識を把握することにより、今後の効果的な交通安全対策の検討につなげる。

２　調査（検証）項目
（１）交通目的ごとの府民の移動手段の変遷
感染が今以上に拡大した場合、現在と移動手段を変えるのではないか
（２）府民の交通安全に関する意識
性別・年代によって違いがあるのではないか

３　調査対象
　国勢調査結果（平成2７年）に基づく、性・年代・居住地（４地域）の割合で割り付けた、
1８歳以上の大阪府民1,000サンプル

４　質問項目　
■予備質問　６問
≪基礎質問≫
SC１　年齢
SC２　性別
SC３　都道府県
≪追加質問≫
SC４　市町村
SC５　区（大阪市・堺市のみ）
SC６　職業

■本質問　２０問
（１）交通目的ごとの府民の移動手段の変遷
通勤・通学目的
Q１　新型コロナ流行前の主な移動手段（SA）
Q２　現在の主な移動手段（SA）
Q３　感染が今以上に拡大した場合の主な移動手段（SA）
Q４　現在の通勤・通学先（SA）
Q５　緊急事態宣言中の通勤・通学の頻度（SA）

私用目的（外食・旅行・遊びに行くなど）
Q６　新型コロナ流行前の主な移動手段（SA）
Q７　現在の主な移動手段（SA）
Q８　感染が今以上に拡大した場合の主な移動手段（SA）
Q９　緊急事態宣言中の外出の頻度（SA）

私用目的（買い物・通院など）
Q１０　新型コロナ流行前の主な移動手段（SA）
Q１１　現在の主な移動手段（SA）
Q１２　感染が今以上に拡大した場合の主な移動手段（SA）
Q１３　緊急事態宣言中の通信販売や宅配サービスの利用頻度（SA）

Q１４　移動手段の変更準備（MA）

（２）府民の交通安全に関する意識
歩行者に関する質問
Q１５　外出時の反射材用品の着用状況（SA）
Q１６　【着用しない人】反射材用品を身に着けない理由（MA）
Q１７　【着用しない人】どうなれば反射材用品を着用しようと思うか（MA）

自転車に関する質問
Q１８　自転車に関する交通ルールが守られない理由（MA）

自動車・二輪車に関する質問
Q１９　自動車・二輪車を運転するか（SA）
Q２０　【自動車・二輪車を運転する人】信号のない横断歩道で一時停止しない理由（MA）

５　検証方法
（１）交通目的ごとの府民の移動手段の変遷
Q２×Q３、Q７×Q８、Q１１×Q１２　など
（２）府民の交通安全に関する意識
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